
一
六

序

室
町
時
代
初
期
の
能
役
者
・
能
作
者
・
能
楽
論
著
述
者
で
あ
る
世
阿
弥
に
よ
る
音

曲
伝
書
『
風
曲
集
』
の
第
四
条
（
最
終
条
）
は
、「
有
文
音
感
」「
無
文
音
感
」
に
つ

い
て
の
論
で
あ
る
。

そ
の
論
に
よ
れ
ば
、
音
曲
の
風
体
に
は
、「
曲
を
つ
ら
ね
、
句
を
」
色
ど
っ
た

「
聞
き
所
多
き
」
有
文
音
感
と
、「
声
聞
無
文
に
て
、
さ
し
て
心
耳
を
動
か
す
曲
は
な

く
て
、
た
ゞ
美
し
く
、
た
ぶ
や
か
に
聞
ゆ
る
」
無
文
音
感
と
が
あ
る
が
、
そ
の
「
無

文
」
に
は
、「
曲
を
尽
く
し
、
文
正
〔
＝
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
〕
を
磨
き
て
後
、
安

き
位
の
妙
聞
に
な
り
か
へ
る
」
無
文
と
、「
終
に
曲
を
も
心
え
ず
、
文
正
を
も
習
伝

せ
ず
し
て
、
た
ゞ
無
心
の
」
無
文
と
が
あ
る
と
世
阿
弥
は
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は

前
者
を
〈
上
果
の
無
文
〉、
後
者
を
〈
不
覚
の
無
文
〉
と
呼
ん
で
お
く
（「
不
覚
の
無

文
」
と
い
う
言
葉
は
同
条
に
も
見
え
て
い
る
）。
右
に
引
い
た
「
声
聞
無
文
に
て
、〔
中

略
〕
た
ゞ
美
し
く
、
た
ぶ
や
か
に
聞
ゆ
る
」
無
文
音
感
と
は
、
前
者
〈
上
果
の
無
文
〉

を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
世
阿
弥
は
、「
無
文
音
感
」（〈
上
果
の
無
文
〉）
と
「
有

文
音
感
」
と
を
位
の
上
で
比
較
し
、「
無
文
音
感
」
を
「
第
一
」
に
、「
有
文
音
感
」

を
「
第
二
」
に
位
置
付
け
、
そ
の
後
に
、
次
の
言
葉
に
よ
っ
て
同
条
を
締
め
括
っ
て

い
る
。一

他
数
あ
り
、
二
両
番
な
し
と
云
り
。

（
右
引
用
文
は
、
世
阿
弥
の
子
息
元
雅
の
家
に
伝
わ
っ
た
本
の
系
統
で
あ
る
吉
田
本
に

拠
っ
た
。）

右
傍
線
部
は
、
禅
語
（
禅
僧
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
語
句
で
あ
り
、
か
つ
他
の
仏
教
諸
宗

の
関
与
す
る
仏
教
関
連
書
に
見
え
な
い
も
の
を
い
ま
こ
の
よ
う
に
称
す
る
）
で
あ
っ
て
、

「
一
有
多
種
、
二
無
両
般
」（「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」）
が
本
来
の
形
で
あ

る
。
こ
れ
が
禅
語
で
あ
る
こ
と
は
、
川
瀬
一
馬
氏
が
、
日
本
の
室
町
時
代
中
期
の
臨

済
宗
の
僧
で
あ
る
東
陽
英
朝
の
編
と
さ
れ
る
禅
句
集
『
句
双
紙
』（『
禅
林
集
句
』）
に

こ
の
句
を
見
出
さ
れ
たq

こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
香
西
精
氏

が
、
中
国
北
宋
末
の
禅
僧
で
あ
る
圜
悟
克
勤
の
講
義
録
『
碧
巌
録
』
に
同
句
が
見
え

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
たw

。

一
方
、
右
傍
線
部
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
こ
の
言
葉
の
出
典
が
不
詳
で
あ
っ
た
時

期
に
、
能
勢
朝
次
氏
が
、
次
の
ご
と
き
注
を
示
さ
れ
た
。

他、
数
は
多、
数
の
宛
字
で
あ
ら
う
と
吉
田
博
士
は
考
へ
ら
れ
た
。
一
と
い
ふ
時
に

は
そ
の
中
に
多
を
含
む
が
、
二
と
い
へ
ば
二
以
外
の
も
の
は
含
ま
な
い
と
い
ふ

意
で
あ
ら
う
。
出
典
は
ま
だ
見
出
し
得
な
いe

。

（
傍
点
能
勢
氏
）

能
勢
氏
は
、
右
傍
線
部
を
「
一
と
い
ふ
中
に
は
多
を
含
む
が
、
二
は
二
限
り
の
も
の

だ
」
と
口
訳
し
て
お
ら
れ
る
。

右
の
注
釈
及
び
口
訳
自
体
、
と
く
に
傍
線
部
後
半
部
分
の
「
二
無
両
般
」
の
意
味

を
明
快
に
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
能
勢
氏
が
ど
れ
ほ
ど
の
確
信
を
も
っ
て
こ
れ
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を
記
さ
れ
た
の
か
が
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
氏
の
注
釈
は
そ
の
後

も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
―
―
と
は
い
え
、

『
風
曲
集
』
を
注
釈
し
た
書
は
決
し
て
多
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
―
―
能
勢
氏
の
能

楽
論
研
究
の
後
継
者
と
も
言
え
る
小
西
甚
一
氏
は
、
川
瀬
氏
に
よ
っ
て
禅
句
集
か
ら

こ
の
句
が
見
出
さ
れ
た
後
、「
両
般
」
に
「
ふ
た
と
お
り
の
意
」
と
の
注
を
付
け
ら

れ
つ
つ
も
、
句
全
体
を
「
一
と
い
う
な
か
に
は
多
を
含
む
が
、
二
は
二
か
ぎ
り
の
も

の
だ
」
と
、
能
勢
氏
と
同
様
に
訳
し
て
お
ら
れr

、
一
方
、
現
存
す
る
世
阿
弥
の
能
楽

伝
書
す
べ
て
を
校
注
し
て
お
ら
れ
る
表
章
氏
は
、「
一
の
中
に
は
多
く
の
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
二
は
二
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
るt

。
や

は
り
「
二
に
両
般
無
し
」
の
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
。
結
局
、『
碧
巌
録
』
に
見
え

る
右
の
句
は
、
少
な
く
と
も
能
楽
を
対
象
と
し
た
研
究
者
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

解
釈
が
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

本
章
は
、
こ
の
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
を
、
仏
教
史
を
見
渡
し
つ

つ
明
確
に
解
釈
し
、『
風
曲
集
』
第
四
条
の
文
脈
に
お
け
る
こ
の
句
の
読
み
を
再
考

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
と
『
碧
巌
録
』

『
碧
巌
録
』
は
、
北
宋
初
の
禅
僧
で
あ
る
雪せ
っ

竇
ち
ょ
う

重
顕
（
九
八
〇
―
一
〇
五
二
）
が
、

中
国
五
代
以
前
の
禅
僧
た
ち
の
問
答
を
中
心
と
す
る
「
本
則
」
百
則
に
付
け
た
「
頌
」

（
頌
古
）
に
、
中
国
北
宋
末
の
禅
僧
で
あ
る
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
―
一
一
三
五
）
の

「
垂
示
」「
評
唱
」「
著
語
」
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
た
書
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
圜
悟
自
身
の
撰
述
に
係
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
講
義
に
臨
ん
だ
門

弟
た
ち
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
講
義
録
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
るy

。

同
書
は
か
つ
て
、
朝
比
奈
宗
源
氏
の
校
注
に
よ
る
岩
波
文
庫
『
碧
巌
録
』（
一
九

五
二
年
初
版
、
岩
波
書
店
）
が
ほ
ぼ
唯
一
の
注
釈
書
で
あ
っ
た
が
、
朝
比
奈
氏
著
書
は

本
文
と
そ
の
訓
読
が
主
体
で
あ
っ
て
、
注
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
同
書
に
よ
っ
て

『
碧
巌
録
』
の
本
文
の
細
部
ま
で
理
解
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
、

入
矢
義
高
氏
・
梶
谷
宗
忍
氏
・
柳
田
聖
山
氏
に
よ
る
、「
本
則
」
及
び
雪
竇
重
顕
の

「
頌
」
の
部
分
の
み
を
注
釈
・
現
代
日
本
語
訳
し
た
『
雪
竇
頌
古
』（
禅
の
語
録
15
、

筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
）
の
出
版
、
ま
た
、
入
矢
義
高
氏
・
溝
口
雄
三
氏
・
末
木
文

美
士
氏
・
伊
藤
文
生
氏
の
校
注
に
よ
る
岩
波
文
庫
『
碧
巌
録
』（
上
・
中
・
下
三
冊
、

一
九
九
二
年
―
一
九
九
六
年
、
岩
波
書
店
）
の
出
版
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
、
末
木
文
美

士
氏
著
『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』（
上
・
中
・
下
三
冊
、
二
〇
〇
一
年
―
二
〇
〇
三
年
。
実

際
に
は
、
末
木
氏
を
は
じ
め
と
す
る
八
氏
か
ら
成
る
『
碧
巌
録
』
研
究
会
の
成
果
）
の
出
版

に
よ
っ
て
、『
碧
巌
録
』
の
解
釈
の
難
し
さ
が
か
な
り
緩
和
さ
れ
た
。

し
か
し
て
、
世
阿
弥
の
『
風
曲
集
』
に
引
か
れ
た
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般

無
し
」
の
句
は
、『
碧
巌
録
』
第
二
則
、
趙
州
従
　

じ
ゅ
う
し
ん

（
七
七
八
―
八
九
七
）
の
説
法

「
至
道
無
難
」
云
々
に
対
す
る
、
雪
竇
重
顕
に
よ
る
頌
で
あ
る
。

そ
の
「
本
則
」（『
趙
州
録
』
巻
上
に
見
え
る
）
及
び
「
頌
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
現
代
日

本
語
訳
を
、
現
在
最
も
進
ん
だ
注
釈
で
あ
る
と
見
て
よ
い
、
右
の
『
現
代
語
訳
碧
巌

録
』「
第
二
則
」
に
拠
っ
て
次
に
引
い
て
お
く
。「
本
則
」「
頌
」
の
下
の
亀
甲
括
弧

内
に
記
す
の
が
そ
の
句
の
訳
で
あ
る
。
ま
た
、「
頌
」
の
ほ
う
に
は
、
そ
の
訓
読
文

を
、
先
述
朝
比
奈
氏
著
書
に
拠
り
括
弧
内
に
補
っ
た
。

﹇
本
則
﹈

挙
。
趙
州
示
衆
云
、〔
＝
趙
州
が
説
法
し
て
言
っ
た
、〕

至
道
無
難
、〔
＝
最
高
の
道
は
難
し
い
こ
と
は
な
い
。〕

唯
嫌
揀
択
。〔
＝
唯
だ
取
捨
選
択
を
嫌
う
の
み
（
と
、
三
祖
は
言
っ
て
い
る
が
）〕

纔さ
い

有
語
言
、
是
揀け
ん

択
、
是
明
白
。〔
＝
そ
う
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
た
ん
、

も
う
取
捨
選
択
で
あ
り
、
明
々
白
々
に
な
っ
て
し
ま
う
。〕

老
僧
不
在
明
白
裏
。〔
＝
わ
し
は
明
々
白
々
の
と
こ
ろ
に
は
住
ま
ぬ
。〕

是
汝
還
護
惜
也
無
。
〔
＝
お
ま
え
た
ち
は
（
そ
れ
を
）
後
生
大
事
に
す
る
の
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か
」。〕

時
有
僧
問
、
既
不
在
明
白
裏
、
護
惜
箇
什
麼
。〔
＝
そ
の
時
あ
る
僧
が
問
う
た
、

「
明
々
白
々
の
と
こ
ろ
に
い
な
い
以
上
、
何
を
後
生
大
事
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
ょ
う
」。〕

州
云
、
我
亦
不
知
。〔
＝
趙
州
「
わ
し
も
知
ら
ぬ
」。〕

僧
云
、
和
尚
既
不
知
、
為
什
麼
却
道
、
不
在
明
白
裏
。〔
＝
僧
「
和
尚
は
知
ら

な
い
の
な
ら
、
ど
う
し
て
明
々
白
々
の
と
こ
ろ
に
住
ま
ぬ
と
申
さ
れ
た
の
で
す

か
」。〕

州
云
、
問
事
即
得
、
礼
拝
了
退
。〔
＝
趙
州
「
問
は
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
。
礼
を

し
て
退
れ
」。〕

﹇
頌
﹈

至
道
無
難
、（
至
道
無
難
。）〔
＝
最
高
の
道
に
達
す
る
に
は
難
し
い
こ
と
は
な

く
、〕

言
端
語
端
。（
言
端
語
端
。）〔
＝
言
葉
の
は
し
ば
し
が
そ
れ
だ
。〕

一
有
多
種
、（
一
に
多
種
有
り
。）〔
＝
一
に
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、〕

二
無
両
般
。（
二
に
両
般
無
し
。）〔
＝
二
に
両
様
は
な
い
。〕

天
際
日
上
月
下
、（
天
際
日
上
り
月
下
る
。）〔
＝
地
平
に
日
は
昇
り
月
は
沈
む
。〕

檻
前
山
深
水
寒
。（
檻
前
山
深
く
水
寒
し
。）〔
＝
欄
干
の
前
に
は
深
い
山
と
冷
た

い
川
。〕

髑
髏
識
尽
喜
何
立
、（
髑
髏
識
尽
き
て
喜き

何
ぞ
立
せ
ん
。）〔
＝
髑
髏
は
知
覚
が
消

え
て
、
情
は
起
り
よ
う
が
な
い
。〕

枯
木
竜
吟
銷
未
乾
。（
枯
木
竜
吟
し
て
未
だ
乾
か
ず
。）〔
＝
枯
木
は
竜
の
よ
う
に

唸
り
を
発
し
て
、
ま
だ
朽
ち
き
っ
て
は
お
ら
ぬ
。〕

難
難
。（
難
難
。）〔
＝
難
か
し
や
、
難
か
し
や
。〕

揀
択
明
白
、
君
自
看
。（
揀
択
明
白
君
自
ら
看
よ
。）〔
＝
取
捨
だ
ろ
う
と
、
明
々

白
々
だ
ろ
う
と
、
自
分
で
見
て
取
る
の
だ
。〕

ま
た
同
書
に
は
、
右
の
「
一
有
多
種
、
二
無
両
般
」
の
句
の
注
と
し
て
、
次
の
ご
と

く
記
さ
れ
て
い
る
。

至
道
の
多
様
な
示
現
、
し
か
も
そ
の
多
様
さ
の
一
つ
一
つ
が
別
も
の
で
は
な
い
。

一
即
多
、
多
即
一
。

ち
な
み
に
、『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』
の
訳
の
基
盤
を
な
す
と
言
え
る
、
先
述
し
た

『
雪
竇
頌
古
』
に
お
い
て
は
、
右
の
句
が
「
一
つ
で
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
二
つ
で
も

二
通
り
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
訳
さ
れ
、
そ
の
注
が
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い

る
。

一
有
多
種
云
々
＝
一
色
が
無
限
に
分
か
れ
て
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
け

っ
き
ょ
く
は
一
つ
一
つ
が
別
も
の
で
は
な
い
。

（
右
「
云
々
」
は
「
二
無
両
般
」
を
指
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
筆
者
注
）

右
の
両
注
釈
書
の
『
碧
巌
録
』
の
雪
竇
重
顕
の
頌
「
一
有
多
種
、
二
無
両
般
」
の
解

釈
は
、
基
本
的
に
は
み
な
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
て
右
両
書
に
お
い
て
は
、「
二
無

両
般
」
に
つ
い
て
、「
二
つ
で
も
二
通
り
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」「
二
に
両
様
は
な
い
」

と
逐
語
訳
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
注
は
、
直
前
の
「
一
有
多
種
」
と
合
わ
せ
て
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
雪
竇
頌
古
』
を
ふ
ま
え
て
お
り
『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』
の
前
段
階
の
書

で
あ
る
、
岩
波
文
庫
『
碧
巌
録
』
上
（
先
述
）
に
お
い
て
は
、「
一
有
多
種
」
の
注
釈

が
、
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
の
理
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
面
が
あ
る
が
、
そ
の
多
様
さ
の
一
つ
一
つ
が
別
も

の
で
は
な
い
。

右
の
書
に
は
、
注
の
形
態
を
見
る
か
ぎ
り
、「
二
無
両
般
」
の
文
に
は
注
が
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
う
ち
の
「
両
般
」
に
「
ふ
た
と
お
り
」
と
い
う
振
り
仮
名
が
付

さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
『
雪
竇
頌
古
』
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と

に
注
意
す
れ
ば
、「
二
無
両
般
」
の
意
味
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、「
一

有
多
種
」
と
「
二
無
両
般
」
と
が
別
の
事
柄
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
両
者
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が
一
体
で
あ
り
、
一
つ
の
事
柄
を
述
べ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
解
せ

ら
れ
るu

。
こ
の
こ
と
は
、
世
阿
弥
能
楽
論
『
風
曲
集
』
の
本
章
「
序
」
に
掲
げ
た
同

句
の
従
来
の
注
―
―
た
と
え
ば
能
勢
氏
「
一
と
い
ふ
時
に
は
そ
の
中
に
多
を
含
む
が
、

二
と
い
へ
ば
二
以
外
の
も
の
は
含
ま
な
い
」
―
―
の
ご
と
く
、「
一
有
多
種
」
と

「
二
無
両
般
」
と
が
対
立
し
て
い
る
と
す
る
解
釈
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

筆
者
も
結
論
と
し
て
は
、
右
の
『
碧
巌
録
』
注
釈
と
同
じ
く
、「
一
有
多
種
」
と

「
二
無
両
般
」
は
一
体
の
事
柄
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
。
た
だ
し
、『
風
曲

集
』
に
お
け
る
こ
の
句
と
、
か
く
の
ご
と
く
に
譬
え
ら
れ
る
世
阿
弥
の
論
の
よ
り
正

確
な
解
釈
を
試
み
る
た
め
に
、
い
ま
こ
れ
ら
の
句
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
的
背
景
に

留
意
し
つ
つ
、
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。
次
節
以
下
に
、
そ
れ
を
述
べ
る
。

二
、「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
意
味
再
検

ま
ず
前
半
の
「
一
に
多
種
有
り
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
『
風
曲
集
』
の
訳
「
一

と
い
ふ
時
に
は
そ
の
中
に
多
を
含
む
」（
能
勢
氏
）
の
ま
ま
で
ほ
ぼ
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
真
理
（
真
如
）
は
唯
一
で
あ
り
、
し
か
し
そ
れ
は
見
方
に
よ
っ
て

多
面
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
一
に
多
種
有
り
」
と
思
想
的
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
世
阿
弥
は
、
そ

の
能
楽
論
『
拾
玉
得
花
』
の
第
二
条
に
、「
万
法
一
に
帰
す
。
一
い
づ
れ
の
所
に
か

帰
す
。
万
法
に
帰
す
」
と
い
う
言
葉
を
も
引
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
香
西

精
氏
が
、
同
じ
く
『
碧
巌
録
』
に
こ
の
句
の
一
部
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
たi

。

す
な
わ
ち
、
同
書
の
や
は
り
趙
州
に
因
む
第
四
十
五
則
の
「
本
則
」
に
「
万
法
帰
一
、

一
帰
何
処
。」
と
い
う
言
葉
が
見
え
、
し
か
も
こ
の
句
が
、
岐
陽
方
秀
―
―
日
本
室

町
時
代
の
僧
で
あ
り
、
世
阿
弥
と
交
流
が
あ
っ
た
―
―
の
先
輩
格
に
あ
た
る
東
漸
健

易
の
、
応
永
十
八
年
二
月
の
南
禅
寺
に
お
け
る
講
話
に
引
か
れ
、
そ
の
語
録
に
留
め

ら
れ
て
い
る
と
、
香
西
氏
は
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
講
話
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。仏

滅
日
上
堂
。
垂
示
云
「
涅
槃
心
易
明
易
々
。
脱
体
道
難
悟
難
々
。
両
頭
倶
坐

断
。
一
剣
倚
天
寒
。
傍
有
不
甘
底
。
対
衆
則
道
看
。」
恵
淳
侍
者
出
衆
云
「
正

法
眼
蔵
。
掲
杲
日
麗
天
之
光
。
涅
槃
妙
心
。
示
落
葉
帰
依
之
旨
。
正
与
麼
時
。

願
垂
慈
誨
。」
答
云
、「
諸
法
従
本
来
。
常
時
寂
滅
相
。」
進
曰
「
一
華
開
天
地

春
。
一

生
波
瀾
治
。」
答
云
「
法
地
若
動
。
一
切
不
安
。」
進
曰
「
記
得
。
雲

居
膺よ

う

禅
師
、
因
僧
問
。『
如
何
是
一
法
。』
師
云
『
如
何
是
万
法
。
意
旨
作
麼
生
。』

答
云
『
話
作
両

。』」
進
曰
「
即
今
咨
問
和
尚
。
万
法
帰
一
。
々
帰
何
処
。」

答
云
「
一
又
帰
万
法
。」
進
曰
「
与
麼
則
載
断
衆
流
。
不
存
涓
滴
。」
答
云
「
刹

竿
頭
上
風
車
子
。
釈
迦
世
尊
。
於
涅
槃
会
上
。
以
手
摩
胸
云
。『
汝
等
善
観
吾

紫
磨
金
色
之
身
。
瞻
仰
取
足
。
勿
令
後
悔
。
生
供
死
頴
了
也
。
山
僧
平
生
。
不

欲
見
仏
。
何
也
。
幸
是
娘
生
眼
。
何
曽
点
塵
。」

（
大
日
本
史
料
よ
り
。
句
読
点
を
適
宜
改
め
、
鉤
括
弧
を
付
し
た
。
ま
た
、
香
西
氏
稿

引
用
文
の
字
の
誤
り
は
正
し
たo

。）

香
西
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
、『
碧
巌
録
』
に
は
、
あ
る
僧
が
趙
州
に
尋

ね
た
文
言
と
し
て
「
万
法
帰
一
、
一
帰
何
処
。」
と
あ
る
が
、
そ
の
趙
州
の
答
に
は
、

東
漸
の
右
の
講
話
と
異
な
り
「
一
」
が
「
万
法
に
帰
す
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い!0

。

そ
の
た
め
に
香
西
氏
は
、
世
阿
弥
の
『
拾
玉
得
花
』
に
引
か
れ
た
言
葉
の
、
よ
り
近

い
典
拠
が
、
東
漸
健
易
の
講
話
に
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
は
従
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
右
の
「
万
法
帰
一
」
と
「
一
に
多
種
有
り
」
と
は
、
い

わ
ゆ
る
一
元
論
的
な
発
想
と
し
て
、
共
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う!1

。

次
に
、
後
半
の
「
二
に
両
般
無
し
」
の
句
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

『
風
曲
集
』
に
お
け
る
こ
の
句
の
従
来
の
注
釈
は
、
本
章
の
序
に
述
べ
た
ご
と
く
、

「
二
と
い
へ
ば
二
以
外
の
も
の
は
含
ま
な
い
」（
能
勢
朝
次
氏
）、「
二
は
二
か
ぎ
り
の

も
の
だ
」（
小
西
甚
一
氏
）、「
二
は
二
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」（
表
章
氏
）
と
さ
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れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
注
釈
は
再
検
さ
れ
る
べ
き
と
筆
者
は
考
え
る
。

ま
ず
基
礎
的
な
事
柄
と
し
て
そ
の
逐
語
訳
を
試
み
る
と
、「
両
般
」
は
「
二
種
類
」

「
二
様
」
の
意
、「
Ａ
無
Ｂ
」
は
「
Ａ
に
は
Ｂ
が
な
い
（
Ｂ
が
含
ま
れ
な
い
）」
の
意
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
直
訳
す
れ
ば
、“

二
つ
に
は
、
二
種
（
二
様
）
の
も
の
が
な
い

（
含
ま
れ
な
い
）‘
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
従
来
の
『
風
曲
集
』

の
注
釈
と
は
意
を
異
に
す
る
。
し
か
し
て
そ
の
具
体
的
な
意
味
と
し
て
、
筆
者
は
、

“

二
つ
に
見
え
て
も
、
実
は
二
種
（
二
様
）
で
は
な
い
。
一
に
帰
す
る
の
で
あ
る‘

と

い
う
解
釈
を
採
り
た
い
。
つ
ま
り
、「
二
に
両
般
無
し
」
は
、
直
前
の
「
一
に
多
種

有
り
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
事
柄
を
、
重
ね
て
言
っ
た
も
の
と
捉
え
た
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
先
述
し
た
『
雪
竇
頌
古
』『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』
と
同
様
の

解
釈
で
あ
る
。
先
述
し
た
ご
と
く
、『
雪
竇
頌
古
』
に
は
、「
一
有
多
種
云
々
」（「
一

有
多
種
、
二
無
両
般
」）
に
対
し
て
「
一
色
が
無
限
に
分
か
れ
て
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
が

な
い
が
、
け
っ
き
ょ
く
は
一
つ
一
つ
が
別
も
の
で
は
な
い
。」
と
の
注
が
、
ま
た

『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』
に
は
、「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
に
対
し
て
「
至

道
の
多
様
な
示
現
、
し
か
も
そ
の
多
様
さ
の
一
つ
一
つ
が
別
も
の
で
は
な
い
。
一
即

多
、
多
即
一
。」
と
の
注
が
行
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
両
書
に
お
い
て
は
、「
一
に
多

種
有
り
」
と
「
二
に
両
般
無
し
」
と
が
一
体
で
あ
り
、
一
元
論
的
な
事
柄
を
述
べ
た

も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ら
の
『
碧
巌
録
』
の
注
釈
に
従
い
た
い
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、

「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
と
い
う
表
現
に
関
す
る
概
念
及
び
思
想
史
に

つ
い
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
節
で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ

る
。

三
、「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
思
想
的
背
景
（
一
）

―
―
「
不
二
」
の
概
念
―
―

「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
う
ち
「
二
に
両
般
無
し
」
に
関
連
深
い

と
思
わ
れ
る
言
葉
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
る
の
は
「
不
二
」
の
概
念
で
あ
る
。

そ
の
源
は
、『
維
摩
経!2

』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
第
八
章
・
同
鳩
摩
羅
什
訳
第
九
章
「
入

不
二
法
門
品
〔
＝
不
二
の
法
門
に
入
る
こ
と
〕」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
経
典
の
主

人
公
と
言
え
る
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
維
摩
詰
。
在
家
と
し
て
身
を
現
し
て
は
い
る

が
、
法
を
極
め
、
方
便
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
仏
弟
子
や
諸
菩
薩
も
そ
の
説
法
に
は
か
な
わ
な

い
「
菩
薩!3

」）
が
、
方
便
の
た
め
に
病
（
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
者
が
悟
り
の
境
地
に
到
ら

な
け
れ
ば
治
る
こ
と
の
な
い
病
）
に
罹
り
、
そ
の
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
見
舞
い
に

世
尊
に
命
じ
ら
れ
て
訪
れ
る
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
ー
（
文
殊
師
利
王
子
）
と
、
王
子
に
つ

い
て
行
っ
た
多
く
の
菩
薩
た
ち
と
の
会
話
の
中
で
、
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
菩
薩

た
ち
に
「
不
二
の
法
門
に
入
る
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
を
質
問
す
る
く
だ
り
で
あ

る
。も

ち
ろ
ん
、『
維
摩
経
』
の
こ
の
章
の
内
容
と
、
世
阿
弥
能
楽
論
と
を
た
だ
ち
に

結
び
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、「
二
に
両
般
無
し
」
の
句
意
を
確
認
す
る
に

あ
た
っ
て
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
長
文
で
は
あ
る
が!4

、
そ
の
一
部

を
、
長
尾
雅
人
氏
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
底
本
と
す
る
訳
注!5

に
拠
り
、
次
に
引
用
す
る
。

（
一
）

そ
こ
で
、
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
こ
れ
ら
の
菩
薩
た
ち
に
質
問
し

た
。「
高
貴
な
か
た
が
た
よ
、
菩
薩
が
不
二
の
法
門
に
は
い
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
」

こ
こ
に
、“

自
由
に
自
分
を
存
在
と
し
て
変
幻
す
る
（
法
自
在
）‘

と
よ
ば
れ

る
菩
薩
が
い
た
。
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
く
。「
良
家
の
子
よ
。
生
じ
る
こ
と

と
滅
す
る
こ
と
と
が
二
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
生
じ
る
こ
と
な
く
起
こ
る
こ
と

が
な
い
ば
あ
い
に
は
、
滅
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
法
は
無
生
で
あ
る
と

の
確
信
（
無
生
法
忍
）
を
得
る
こ
と
、
こ
れ
が
不
二
に
は
い
る
こ
と
で
す
」

（
二
）

“

吉
祥
な
秘
密
（
徳
守
、
勝
密
）‘

と
い
う
菩
薩
は
説
く
。「
わ
れ
あ
り
、
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わ
が
も
の
あ
り
と
い
う
、
こ
れ
が
二
で
あ
る
。
わ
れ
を
い
た
ず
ら
に
構
想
す
る

こ
と
が
な
い
か
ら
、
わ
が
も
の
は
な
く
な
る
。
い
た
ず
ら
に
構
想
す
る
こ
と
の

な
い
こ
と
が
、
不
二
に
は
い
る
こ
と
で
す
」

（
三
）

“
吉
祥
の
峰
（
徳
頂
、
勝
峰
）‘

菩
薩
は
説
く
。「
汚
れ
と
い
い
、
浄
め
と

い
う
、
こ
れ
が
二
で
あ
る
。
も
し
汚
れ
を
十
分
に
知
る
な
ら
ば
、
浄
め
に
対
す

る
妄
信
も
な
く
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
妄
信
が
破
ら
れ
る
こ
と
へ
導
く
道
、
こ
れ
が

不
二
に
は
い
る
こ
と
で
す
」

（
四
）

“

善
き
星
（
善
宿
、
妙
星
）‘

菩
薩
は
説
く
。「
動
き
と
思
考
と
が
二
で
あ

る
。
動
き
が
な
く
、（
し
た
が
っ
て
）
思
考
が
な
い
な
ら
ば
、
注
意
を
集
め
る
こ

と
（
作
意
さ

い

）
も
な
く
、
関
心
を
は
ら
う
こ
と
も
な
い
。
関
心
を
は
ら
う
こ
と
の

な
い
こ
と
が
、
不
二
に
は
い
る
こ
と
で
す
」

（
五
）

“

妙
な
る
腕
（
妙
臂
）‘

菩
薩
は
説
く
。「
菩
薩
の
心
と
い
い
、
声
聞
の

心
と
い
う
、
こ
れ
が
二
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
幻
の
心
に
等
し
い
と
見
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
は
菩
薩
の
心
も
な
く
、
声
聞
の
心
も
な
い
。
心
の
姿
の
等
し
い
こ
と
、

こ
れ
が
不
二
に
は
い
る
こ
と
で
す
」

（
六
）

“

瞬
き
し
な
い
（
不ふ
じ
ゅ
ん

、
無
瞬
）‘

菩
薩
は
説
く
。「
取
る
と
取
ら
な
い
と

が
す
な
わ
ち
二
で
あ
る
。
取
ら
な
い
と
は
、
認
識
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
認
識

し
な
い
と
き
に
は
、
そ
こ
に
判
断
（
し
て
取
る
こ
と
）
も
な
く
、
除
き
捨
て
る

こ
と
も
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
つ
い
て
、
つ
く
ら
ず
、
は
た
ら
き
か
け
な
い

こ
と
、
こ
れ
が
不
二
に
は
い
る
こ
と
で
す
」

（
七
）

善
眼
（
妙
眼
）
菩
薩
が
説
く
。「
一
相
で
あ
る
と
い
い
、
無
相
で
あ
る

と
い
う
、
こ
れ
が
二
で
あ
る
。
判
断
を
や
め
、
分
別
を
や
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
一
相
と
も
せ
ず
、
無
相
と
も
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
る
相
と
別
な
相
と

に
お
い
て
相
は
平
等
で
あ
る
と
さ
と
れ
ば
、
そ
れ
が
不
二
に
は
い
る
こ
と
で

す
」

（
八
）

プ
シ
ュ
ヤ
星
（
弗
沙
、
育
養
）
菩
薩
が
説
く
。「
善
と
悪
が
二
で
あ
る
。

善
と
悪
と
を
探
し
求
め
ず
、
特
質
（
因
相
）
も
無
特
質
（
無
因
相
）
も
異
な
ら

な
い
と
知
れ
ば
、
そ
れ
が
不
二
に
は
い
る
こ
と
で
す
」〔
後
略
〕

以
上
の
ご
と
く
、
三
十
一
の
菩
薩
た
ち
が
「
不
二
に
は
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
各
々

の
説
を
述
べ
た
後
、
そ
の
菩
薩
た
ち
は
、
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
ー
に
質
問
す
る
。

（
三
二
）

〔
前
略
〕「
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
ー
よ
、
菩
薩
が
不
二
に
は
い
る
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
」

マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
ー
が
答
え
る
。「
高
貴
な
人
よ
、
あ
な
た
が
た
の
説
は
す
べ

て
よ
ろ
し
い
が
、
し
か
し
、
あ
な
た
が
た
の
説
い
た
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
も
ま
た

す
べ
て
二
な
の
で
あ
る
。
な
ん
ら
の
こ
と
ば
も
説
か
ず
、
無
語
、
無
言
、
無
説
、

無
表
示
で
あ
り
、
説
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
言
わ
な
い
。
こ
れ
が
不
二
に
は
い

る
こ
と
で
す
」

（
三
三
）

そ
こ
で
、
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
ー
は
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
言
っ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
お
の
お
の
説
を
述
べ
た
の
で
す
が
、
あ
な
た
に
も
ま
た
、
不
二

の
法
門
に
つ
い
て
、
何
か
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
」

そ
の
と
き
、
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
一
言
も
言
わ
な
か

っ
た
。

す
る
と
、
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ
ー
は
、
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
を
た
た
え
て
言
っ

た
。「
大
い
に
結
構
で
す
。
良
家
の
子
よ
、
こ
れ
こ
そ
菩
薩
が
不
二
に
は
い
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
文
字
も
な
く
、
こ
と
ば
も
な
く
、
心
が
は
た
ら
く

こ
と
も
な
い
」

こ
の
よ
う
に
説
か
れ
た
と
き
、
五
千
の
菩
薩
た
ち
が
不
二
の
門
に
は
い
っ
て
、

も
の
は
す
べ
て
不
生
で
あ
る
と
い
う
確
信
（
無
生
法
忍
）
を
得
た!6

。

か
く
の
ご
と
く
『
維
摩
経
』
に
お
い
て
は
、
対
的
な
二
概
念
―
―
た
だ
し
二
概
念
で

な
く
三
概
念
で
あ
る
場
合
も
あ
る!7

―
―
と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
実
は
二
（
複
数
）

で
は
な
い
〔
＝
不
二
で
あ
る
〕
こ
と
が
、
菩
薩
の
口
を
借
り
て
、
繰
り
返
し
説
か
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
後
の
中
国
の
僧
が
親
し
ん
だ
同
書
の
鳩
摩
羅
什
訳
に
は
、
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“
「
為
二、
」〔
＝
二
と
見
な
さ
れ
る
〕
事
柄
を
洞
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
入
不
二
、
、

法

門
」〔
＝
「
不
二
」
の
境
地
に
至
る
〕‘

と
あ
り
、「
二
」「
不
二
」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
る!8

。

こ
の
『
維
摩
経
』
の
内
容
・
表
現
を
背
景
に
置
く
と
き
、『
碧
巌
録
』
に
見
え
る

「
二
無
両
般
」
は
、“

二
（
複
数
）
で
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
実
は
二
（
複
数
）
で
は

な
い‘

の
意
と
し
て
、
自
然
に
解
釈
せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
だ
し
こ
こ
に
、『
維
摩
経
』
と
禅
と
の
関
連
に
つ
い
て
言
及
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
中
国
の
禅
に
お
い
て
は
、
次
節
に
取
り
上
げ
る
唐
代
の
宗
密
以
来
、

『
円
覚
経
』（
正
し
く
は
『
大
方
広
仏
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
と
名
づ
け
ら
れ
、
北
イ
ン
ド
の

仏
陀
多
羅
訳
と
伝
え
る
が
、
現
在
で
は
、
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
偽
経
と
見
な
さ

れ
て
い
る
）
が
重
ん
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
『
円
覚
経
』
の
冒
頭
部
分
に
は
、
次
の
ご

と
く
「
不
二
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。

如
是
我
聞
。
一
時
婆
伽
婆
。
入
於
神
通
大
光
明
藏
。
三
昧
正
受
。
一
切
如
來
。

光
嚴
住
持
。
是
諸

生
清
淨
覺
地
。
身
心
寂
滅
。
平
等
本
際
。
圓
滿
十
方
。

不
二
、
、

隨
順
。
於
不
二
、
、

境
。
現
諸
淨
土
。
與
大
菩
薩
摩
訶
薩
十
萬
人
倶
。

（
大
正
新
脩
大
蔵
経
、
第
一
七
冊
、
九
一
三
上
）

こ
の
本
文
の
、
柳
田
聖
山
氏
に
よ
る
訓
読
文
及
び
現
代
日
本
語
訳!9

を
、
次
に
引
い
て

お
く
。

﹇
訓
読
﹈

是
の
如
く
に
、
我
れ
聞
き
ぬ
。
一
時
、
婆
伽
婆
、
神
通
に
入
り
て
、
大
光
明
蔵

に
三
昧
正
受
し
た
も
う
。
一
切
の
如
来
も
、
光
厳
住
持
せ
り
。
是
れ
諸
の
衆
生

の
清
浄
覚
地
に
し
て
、
身
心
寂
滅
せ
る
、
平
等
の
本
際
な
り
。
十
方
に
円
満
し

て
、
不
二
に
随
順
し
、
不
二
の
境
に
於
て
、
諸
の
仏
土
を
現
じ
、
大
菩
薩
摩
訶

薩
十
万
人
と
倶
な
り
き
。

﹇
現
代
日
本
語
訳
﹈

正
し
い
も
の
と
、
ボ
ク
た
ち
は
信
じ
た
の
だ
。

あ
る
と
き
、
聖
者
は
神
秘
状
態
に
入
っ
て
、
大
光
明
蔵
（
偉
大
な
る
言
葉
の

輝
き
）
と
い
う
、
瞑
想
の
境
地
を
楽
し
ん
で
い
ら
れ
た
。
大
ぜ
い
の
如
来
た
ち

も
、
光
明
に
祝
福
さ
れ
て
、
そ
こ
に
住と

ど

ま
っ
て
い
ら
れ
た
。
お
よ
そ
生
き
と
し

生
け
る
も
の
の
、
穢
れ
な
き
感
性
の
場
で
あ
っ
て
、
身
も
心
も
完
全
に
落
ち
つ

い
て
、
何
の
差
別
も
な
い
本
来
の
分
際
な
の
だ
。（
光
明
は
）
十
方
世
界
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
、
対
立
な
く
物
と
適
応
し
、
そ
ん
な
対
立
の
な
い
（
光
の
）
広
場
に
、

沢
山
の
ブ
ッ
ダ
の
国
土
を
つ
く
り
だ
し
て
、
偉
大
な
道
を
共
に
ゆ
く
若
も
の
た

ち
、
十
万
人
が
同
席
し
た
の
だ
。

（
傍
線
部
は
、
先
に
引
用
し
た
『
円
覚
経
』
本
文
の
傍
線
部
の
訳
に
当
た
る
）

右
の
ご
と
く
、『
円
覚
経
』
の
、
し
か
も
冒
頭
部
分
に
、
先
の
『
維
摩
経
』
に
お
い

て
徹
底
的
に
説
か
れ
、
そ
の
『
維
摩
経
』
を
ふ
ま
え
た
「
不
二
」
と
い
う
言
葉
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う@0

。
禅
に
お
い
て
、「
不
二
」
の
概

念
が
重
視
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
は
そ
こ
に
あ
る
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

四
、「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」の
思
想
的
背
景
（
二
）

―
―
宗
密
の
論
と
の
か
か
わ
り
―
―

「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
に
か
か
わ
り
が
深
い
も
の
と
し
て
、
次
に

指
摘
さ
れ
る
の
は
、
仏
教
史
研
究
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
一
人
物
で
あ
る
、
中
国
唐

代
の
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
―
八
四
一
、
圭
峰
禅
師
と
も
）
の
思
想
で
あ
る
。
宗
密
は
、

若
年
に
は
経
学
（
儒
学
）
を
学
び
、
二
十
七
歳
で
出
家
し
、
禅
と
教
学
と
の
円
融
を

理
想
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
経
禅
一
致
論
を
唱
え
た
人
で
あ
り
、
前
節
に
触
れ
た
『
円

覚
経
』
の
膨
大
な
注
釈
書
・
『
原
人
論
』
等
の
書
を
撰
述
し
た
。

そ
の
現
存
す
る
も
の
の
一
に
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
が
あ
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
、

宇
井
伯
寿
氏
が
す
ぐ
れ
た
解
説
を
行
っ
て
お
ら
れ
る@1

。
い
ま
そ
れ
を
要
す
る
に
、
同
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書
は
、
そ
の
書
名
の
ご
と
く
『
禅
源
諸
詮
集
』
全
体
に
係
る
序
論
で
あ
る
が
、
百
巻

あ
っ
た
と
い
う
『
禅
源
諸
詮
集
』
は
散
逸
し
て
現
在
見
る
こ
と
を
得
な
い
。
し
か
し

そ
の
都
序
は
、
全
体
を
と
お
し
て
、
宗
密
の
経
禅
一
致
・
円
融
調
和
の
思
想
が
端
的

に
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
代
の
禅
宗
に
円
融
門
思
想
が
横
溢
す
る
に
至
る
端
緒

と
な
っ
た
点
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
有
す
る
。

同
書
に
は
全
体
に
わ
た
っ
て
、
経
禅
一
致
の
思
想
が
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
繰
り
返

し
説
か
れ
て
お
り
、
随
所
に
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
句
に
通
じ
る

発
想
が
見
出
さ
れ
る
。
次
に
、
そ
の
一
部
を
択
び
、
右
に
述
べ
た
宇
井
氏
の
校
訂
を

経
て
の
訓
読
文
を
次
に
引
用
す
る
。

問
ふ
、
今
禅
詮
を
集
む
、
何
ぞ
経
論
と
関
せ
む
や
。
答
ふ
、
十
の
所
以
あ
り
、

須
ら
く
経
論
の
権
実
を
知
り
て
、
方
に
諸
の
禅
の
是
非
を
弁
ず
べ
く
、
又
須
ら

く
禅
心
　
〔「
の
」
で
あ
ろ
う
。
本
文
空
白
〕
性
相
を
識
り
て
、
方
に
経
論
の

理
事
を
解
す
べ
し
。
一
に
は
、
師
に
本
末
あ
り
、
本
に
憑
り
て
末
を
印
す
る
が

故
に
。
二
に
は
、
禅
に
諸
宗
あ
り
、
互
に
相
違
阻
す
る
が
故
に
。〔
後
略@2

〕

（
巻
上
。
同
書
の
引
用
は
以
下
同
じ
。）

右
の
ご
と
く
、
宗
密
は
、「
禅
心
」
と
「
経
論
」
と
が
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
べ

き
こ
と
を
主
張
し
、
そ
れ
に
あ
た
っ
て
、
十
の
根
拠
が
あ
る
と
説
く
。
そ
の
う
ち
、

最
初
の
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
次
に
引
用
す
る
。

初
め
に
、
師
に
本
末
あ
り
と
は
、
謂
は
く
、
諸
宗
の
始
祖
は
即
ち
是
れ
釈
迦
、

①
経
は
是
れ
仏
語
、
禅
は
是
れ
仏
意
な
り
。
諸
仏
の
心
と
口
と
は
必
ず
相
違
せ

ず
。〔
中
略
〕
達
摩
は
法
を
天
竺
に
受
け
て
、
躬
〔
み
づ
か
〕ら
中
華
に
至
り
、
此
方
の
学

人
の
多
く
未
だ
法
を
得
ず
、
唯
名
数
を
以
て
解
を
為
し
、
事
相
を
以
て
行
と
為

す
の
み
な
る
を
見
て
、
月
は
指
に
在
ら
ず
、
法
は
是
れ
我
心
な
る
こ
と
を
知
ら

し
め
む
と
欲
す
る
が
故
に
、
但
、
心
を
以
て
心
を
伝
ふ
る
の
み
に
し
て
、
文
字

を
立
せ
ざ
り
き
。
宗
を
顕
は
し
執
を
破
せ
む
と
し
て
、
故

〔
こ
と
さ
〕ら
に
斯
言
あ
り
し

の
み
、
文
字
を
離
れ
て
解
脱
を
説
く
に
は
非
ざ
り
し
な
り
。
故
に
教
授
せ
ら
れ

て
意
を
得
た
る
者
は
、
即
ち
頻
に
金
剛
経
と
楞
伽
経
と
を
讃
し
、
此
二
経
は
是

れ
我
心
要
な
り
と
云
へ
り
。
②
今
時
の
弟
子
は
彼
此
、
源
に
迷
ひ
、
修
心

〔「
の
」
で
あ
ろ
う
。
本
文
空
白
〕
者
は
経
論
を
以
て
別
宗
と
為
し
、
講
説
の
者

は
禅
門
を
以
て
別
法
と
為
す
。
因
と
果
と
修
と
証
と
を
談
ず
る
を
聞
い
て
は
、

便
ち
経
論
の
家
に
推
属
せ
し
め
て
、
修
と
証
と
は
正ま
さ

し
く
是
れ
禅
門
の
本
事
な

る
こ
と
を
知
ら
ず
、
即
心
即
仏
と
説
く
を
聞
い
て
は
、
便
ち
胸
襟
の
禅
に
推
属

せ
し
め
て
、
心
と
仏
と
は
正
し
く
是
れ
経
論
の
本
意
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
人

の
難
じ
て
、
禅
師
何
ぞ
講
説
す
る
を
得
む
と
云
ふ
を
叙
す
る
に
、
余
今
此
を
以

て
答
ふ
。
③
今
若
し
権
実
の
経
論
を
以
て
、
深
浅
の
禅
宗
に
対
配
せ
ず
む
ば
、

焉
む
ぞ
教
を
以
て
心
を
照
し
、
心
を
以
て
教
を
解
す
る
こ
と
を
得
む
や@3

。

右
に
は
、
傍
線
部
の
ご
と
く
、
本
来
「
経
」
と
「
禅
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
「
仏
語
」

（「
口
」）
と
「
仏
意
」（「
心
」）
で
あ
っ
て
、
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る

（
傍
線
部
①
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
代
に
到
っ
て
、「
経
論
」
を
顧
み
な
い
「
修
心

の
者
」
と
、「
禅
門
」
を
顧
み
な
い
「
講
説
の
者
」
と
の
分
裂
が
生
じ
た
こ
と
へ
の

歎
き
が
述
べ
ら
れ
（
傍
線
部
②
）
、
釈
迦
以
来
の
本
来
の
状
態
を
取
り
戻
す
べ
く
、

「
権
実
の
経
論
」
と
「
深
浅
の
禅
宗
」
の
双
方
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
（
傍
線
部
③
）

こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

次
に
、
続
く
第
二
の
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
引
用
す
る
。

二
に
は
、
④
禅
に
諸
宗
あ
り
、
互
に
相
違
反
す
と
は
、
今
の
集
の
述
ぶ
る
所
、

殆
ど
且
に
百
家
な
ら
む
と
し
、
宗
義
の
別
な
る
も
の
す
ら
、
猶
将
に
十
室
な
ら

む
と
す
。〔
中
略
〕
⑤
空
を
以
て
本
と
為
す
あ
り
、
知
を
以
て
源
と
為
す
あ
り
、

寂
黙
こ
そ
方
に
真
な
れ
と
云
ふ
あ
り
、
行
坐
こ
そ
皆
是
な
れ
と
云
ふ
あ
り
、
見

今
の
朝
暮
の
分
別
為
作
一
切
皆
妄
な
り
と
云
ふ
あ
り
、
分
別
為
作
は
一
切
皆
真

な
り
と
云
ふ
あ
り
、
万
行
悉
く
存
す
る
あ
り
、
兼
ね
て
仏
も
亦
泯
す
る
〔
＝
ほ

ろ
び
る
〕
あ
り
、
其
志
を
放
任
す
る
あ
り
、
其
心
を
拘
束
す
る
あ
り
、
経
律
を

以
て
所
依
と
為
す
あ
り
、
経
律
を
以
て
障
道
と
為
す
あ
り
、
唯
汎
語
す
る
の
み
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に
非
ず
し
て
而
も
乃
ち
確
言
し
、
確
に
其
宗
を
弘
め
、
確
に
余
類
を
毀
る
、
争

で
か
和
合
す
る
こ
と
を
得
む
。
問
ふ
、
是ぜ

な
る
も
の
は
即
ち
収
め
、
非
な
る
も

の
は
即
ち
揀

〔
え
ら
〕ば
む
、
何
ぞ
委
曲
に
和
合
す
る
こ
と
を
須
〔
も
ち
〕ひ
む
や
。
答
ふ
、
⑥
或

は
空
、
或
は
有
、
或
は
性
、
或
は
相
、
悉
く
邪
僻
な
る
に
は
非
ず
。
但
、
各
皆

己
に
党
し
て
是
と
為
し
、
彼
を
斥
け
て
非
と
為
す
に
縁
り
て
、
彼
此
確
定
す
る

の
み
。
故
に
須
ら
く
和
合
す
べ
き
な
り
。
⑦
問
ふ
、
既
に
皆
邪
に
非
ず
む
ば
、

即
ち
各
確
定
に
任
せ
む
の
み
、
何
ぞ
必
ず
し
も
之
を
会
せ
む
や
。@4

@5

右
に
お
い
て
宗
密
は
、
禅
宗
一
つ
を
と
っ
て
も
、
そ
れ
が
さ
ら
に
分
派
し
（
傍
線
部

④
）、
分
派
し
た
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
掲
げ
る
真
理
の
一
面
に
固
着
し
て
他
の
派
を

非
難
し
合
う
状
況
を
歎
じ
（
傍
線
部
⑤
）、
各
々
の
掲
げ
る
事
柄
は
す
べ
て
真
理
の
一

面
で
あ
り
、
邪
念
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
相
和
合
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る

（
傍
線
部
⑥
）。
そ
の
う
え
で
宗
密
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
邪
念
で
な
い
な
ら
、
各
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
掲
げ
る
事
柄
を
主
張
す
る
に
任
せ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の

問
を
立
て
（
傍
線
部
⑦
）、
そ
れ
に
答
え
る
体
裁
を
取
り
つ
つ
、
次
の
事
柄
を
説
く
。

至
道
は
一
に
帰
し
、
精
義
は
二
無
し
、
応
に
両
な
が
ら
存
せ
し
む
べ
か
ら
ず
。

至
道
は
辺
に
非
ず
、
了
義
は
偏
せ
ず
、
応
に
単
に
取
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
必
ず

須
ら
く
之
を
会
し
て
一
と
為
し
て
、
皆
円
妙
な
ら
し
む
べ
し
。

右
は
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
文
に
通
じ
る

端
的
な
言
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
い
ま
私
に
解
釈
す
る
と
、
次
の
ご
と
く

に
な
ろ
う
。

真
如
と
は
結
局
一
つ
に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
精
と
義
と
は
〔
＝
「
禅
」

「
仏
意
」
と
「
経
」「
仏
語
」
と
は
。
以
上
、
先
の
引
用
文
の
傍
線
部
①
を
参
看
〕

と
は
、「
精
」「
義
」
の
二
つ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
真
如
と
い
う

一
つ
の
両
面
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
二
つ
に
分
か
れ
た
別
々
の
存
在
で
あ

る
と
観
る
べ
き
で
は
な
い
。
真
如
は
一
方
に
与
し
た
も
の
で
は
な
く
、
最
上
の

教
え
は
一
方
に
偏
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
一
方
だ
け
を
採
っ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
や
精
と
義
と
は
一
つ
に
融
合
す
る
も
の
と

会
得
し
て
、
す
べ
て
を
一
つ
と
観
、
完
全
円
満
な
こ
の
上
な
い
境
地
に
至
る
べ

き
で
あ
る
。

つ
ま
り
雪
竇
重
顕
の
頌
に
お
け
る
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
基
盤
に

は
、
後
代
の
禅
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
宗
密
の
右
の
ご
と
き
論
が
あ
り
、
重
顕
の

当
該
句
も
、
真
如
（「
至
道
」）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
一
に
多
種
有
り
」

の
「
一
」
は
真
如
、「
二
に
両
般
無
し
」
の
「
二
」
は
、
た
と
え
ば
「
禅
」
と
「
経
」

な
ど
、
真
如
の
う
ち
に
対
置
さ
れ
る
両
面
的
な
、
ま
た
は
複
数
の
概
念
で
あ
る
―
―

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
決
し
て
二
元
論
で
は
な
い
―
―
と
解
せ
ら
れ
る
。

「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
は
右
の
ご
と
き
歴
史
的
背
景
を
持
つ
句
で

あ
る
と
推
測
せ
ら
れ
る
か
ら
、
前
半
の
「
一
に
多
種
有
り
」
と
後
半
の
「
二
に
両
般

無
し
」
と
は
対
を
な
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
両
者
は
分
離
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

一
体
で
あ
る
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
お
よ
そ
、
次
の

ご
と
く
訳
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

真
如
は
一
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
見
方
に
よ
っ
て
は
多
様
に
見
え
る
。
ま
た
、
二

つ
（
複
数
）
に
分
節
せ
ら
れ
る
ご
と
く
に
見
え
て
も
、
実
は
二
つ
（
複
数
）
で

は
な
い
。
真
如
と
い
う
一
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
世
阿
弥
の
『
風
曲
集
』
第
四
条
の
右
の
句
は
、
文
脈
の
中
で
い
か
よ

う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
最
終
節
で
あ
る
次
節
に
お
い
て
は
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
る
。

五
、『
風
曲
集
』
第
四
条
に
お
け
る

「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
解
釈

前
節
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
世
阿
弥
能
楽
論
『
風
曲
集
』
第
四
条
に
お

け
る
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
意
味
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
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同
条
全
体
を
引
用
し
て
お
く
。

一
、
音
曲
の
懸
・
風
体
に
、
両
様
あ
り
。
人
の
も
ち
ゐ
も
し
な
あ
り
。
曲
を
つ

ら
ね
、
句
を
色
ど
り
て
、
有
文
音
感
の
、
き
ゝ
所
お
ほ
き
を
こ
の
む
人
も
あ
り
。

又
、
声
聞
無
文
に
て
、
さ
し
て
心
耳
を
う
ご
か
す
曲
は
な
く
て
、
た
ゞ
美
し
く
、

た
ぶ
や
か
に
き
こ
ゆ
る
風
体
を
こ
の
む
も
あ
り
。
是
は
、
い
づ
れ
も
勝
劣
有
ま

じ
き
也
。

さ
り
な
が
ら
、
無
文
に
し
な
あ
り
。
無
曲
・
無
文
に
聞
え
て
、
声
が
か
り
の

お
も
し
ろ
き
計
と
し
る
所
の
、
そ
の
お
も
し
ろ
き
感
と
は
、
曲
を
つ
く
し
、
文

正
を
み
が
き
て
後
、
や
す
き
位
の
妙
聞
に
な
り
か
へ
る
劫
の
感
な
り
。
ま
こ
と

に
不
覚
の
無
文
に
て
、
つ
ゐ
に
曲
を
も
心
み
ず
、
文
正
を
習
伝
せ
ず
し
て
、

た
ゞ
無
心
の
無
文
な
ら
ば
、
音
曲
き
ゝ
ざ
め
す
べ
し
。

先
、
無
文
に
て
し
か
も
お
も
し
ろ
き
位
は
、
上
果
也
。
其
位
と
は
、
如
レ

此

の
稽
古
の
条
々
を
習
き
わ
め
つ
く
し
て
、
四
声
・
呂
律
の
句
う
つ
り
・
文
字
う

つ
り
、
こ
と
ご
と
く
覚
得
し
て
、
や
す
き
く
ら
ゐ
に
な
り
か
へ
り
て
、
そ
の

色
々
は
意
中
の
正
根
に
こ
も
り
て
、
さ
て
、
き
く
所
は
声
が
か
り
の
無
曲
音
感

の
み
な
る
所
、
是
無
上
也
。
此
位
に
至
る
音
曲
は
、
有
文
・
無
文
、
い
づ
れ
へ

も
、
心
の
ま
ゝ
に
曲
体
を
な
す
べ
し
。

し
か
れ
ば
、
有
文
・
無
文
に
付
て
、
曲
聞
差
別
あ
り
。
無
文
の
曲
の
、
音
声

の
お
も
し
ろ
さ
ば
か
り
に
て
、
よ
く
く
き
ゝ
つ
く
す
所
、
感
の
さ
ほ
ど
に
も
な

か
ら
ん
を
ば
、
不
覚
の
無
文
と
知
る
べ
し
。
又
、
無
文
と
は
き
ゝ
て
、
音
感
い

や
た
け
て
、
し
か
も
お
も
し
ろ
さ
つ
き
せ
ず
は
、
是
、
有
文
を
き
わ
め
過
た
る

無
文
よ
と
知
る
べ
し
。
是
、
上
果
妙
声
の
位
也
。
し
か
れ
ば
、
無
文
音
感
は
、

有
文＊

１

と
も
に
こ
も
る
が
ゆ
へ
に
、
是
を
第
一
と
す
。
有
文
の
音
感
は
、
無
得
ま

で
に
は
き
わ
め
ぬ
所
の
の
こ
る
が
ゆ
へ
に
、
第
二
と
す
る
也
。「
一
に
他
数
あ

り
、
二
に
両
判＊

２

な
し
」
と
云
り
。

＊
１

有
文
…
…
吉
田
本
「
有
無
」。
表
氏
が
、『
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
』

第
二
十
条
の
『
風
曲
集
』
当
該
部
分
引
用
文
に
「
有
文
」
と
あ
る
の
を
参
看
し
、

宗
節
本
に
従
わ
れ
た
も
の
。

＊
２

両
判
…
…
吉
田
本
は
「
序
」
に
引
用
し
た
ご
と
く
、
こ
こ
を
「
両
番
」

と
す
る
が
、
表
氏
は
、
宗
節
本
の
「
両
判
」
を
採
用
し
て
お
ら
れ
る
。

右
の
「
し
か
れ
ば
、
無
文
音
感
は
」
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
、
能
勢
朝
次
氏
は
、

「
無
文
を
〔「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の
〕
一
に
、
有
文
を
〔
同
じ
く
〕

二
に
配
し
て
考
へ
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
る
」（
亀
甲
括
弧
内
は
本
稿
筆
者
注
）
と
述

べ
ら
れ@6

、
末
尾
の
文
の
「
一
」「
二
」
を
序
数
詞
と
見
ら
れ
て
、“

第
一
等
の
無
文
は

有
文
の
要
素
を
含
む
が
、
第
二
等
の
有
文
は
有
文
そ
の
も
の
だ
け
で
し
か
な
い‘

と

い
っ
た
意
味
合
い
に
解
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
同
氏
の
こ
の
部
分
の
現
代

語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

か
や
う
な
次
第
だ
か
ら
、
真
の
無
文
音
感
と
い
ふ
も
の
に
は
、
有
文
も
無
文
も

共
に
籠
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
是
を
第
一
等
の
も
の
と
す
る
。
有
文
の
音
感

は
、
ま
だ
無
を
得
法
す
る
境
地
に
ま
で
は
極
め
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

是
を
第
二
等
の
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
古
語
に
も
、
一
と
い
ふ
中
に
は
多
を

含
む
が
、
二
は
二
限
り
の
も
の
だ
と
い
ふ
語
が
あ
る
。

後
の
注
釈
書
の
解
釈
も
右
と
大
差
は
な
い
。
し
か
し
、『
碧
巌
録
』
の
雪
竇
重
顕
の

頌
に
見
え
る
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
は
、
前
節
末
に
述
べ
た
ご
と
く

に
訳
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、「
一
」「
二
」
は
序
数
詞
で
は
な
く
基
数
詞
で
あ

る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
れ
ば
、『
風
曲
集
』
に
引
か
れ
た
同
句
は
、（
上
果
の
）
無
文
音

感
が
「
第
一
」
で
あ
り
有
文
音
感
が
「
第
二
」
で
あ
る
こ
と
を
―
―
つ
ま
り
無
文
音

感
と
有
文
音
感
と
の
品
等
を
―
―
説
い
た
も
の
で
は
な
く
、
有
文
音
感
を
ひ
と
ま
ず

措
き
、
有
文
音
感
が
と
も
に
籠
る
〈
上
果
の
無
文
〉
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、

そ
の
性
質
の
譬
え
と
し
て
解
せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、『
風
曲

集
』
の
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
は
、
具
体
的
に
は
次
の
ご
と
く
に
訳

せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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有
文
音
感
を
究
め
経
た
無
上
の
無
文
音
感
に
は
、
有
文
も
と
も
に
籠
っ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
有
文
・
無
文
が
別
々
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
有
文
が
融
合

さ
れ
て
、
無
文
と
い
う
究
極
の
一
境
地
に
到
達
し
て
い
る
の
だ
。

『
風
曲
集
』
第
四
条
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
有
文
と
無
文
の
差
異
が
説
か
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
、
無
文
音
感
に
対
し
て
有
文
音
感
を
こ
と
さ
ら
低
く
位
置
付
け
よ

う
と
し
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
。
同
条
の
冒
頭
近
く
に
お
い
て
、
世
阿
弥
は
、
有
文

音
感
と
無
文
音
感
と
を
比
較
し
、
鑑
賞
者
に
よ
っ
て
評
価
が
分
か
れ
る
こ
と
に
言
及

し
つ
つ
、「
い
づ
れ
も
勝
劣
有
ま
じ
き
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
や
は
り
世
阿

弥
に
よ
る
音
曲
論
で
あ
り
「
曲
の
位
」
に
つ
い
て
説
か
れ
た
『
曲
付

ふ
し
づ
け

次
第
』
第
四
条

に
お
い
て
も
、「
き
は
む
る
さ
か
い
の
」
有
文
音
感
は
、
同
人
に
よ
っ
て
、
上
果
の

無
文
音
感
に
次
ぐ
第
二
の
位
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
条
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。一

、
曲
の
位
の
事
。
前
に
申
つ
る
ご
と
く
、
文
字
の
正
を
よ
く

く
き
は
め
て
、

曲
聞
う
つ
く
し
く
、
た
け
て
、
無
曲
音
に
き
こ
ゆ
る
は
、
事
を
つ
く
し
（

く
）

て
、
や
す
き
く
ら
ゐ
に
い
た
る
妙
声
也
。
し
か
れ
ば
、
無
曲
感
聞
を
上
曲
と
す

べ
し
。
又
、
曲
聞
心
耳
に
通
じ
て
、
よ
き
曲
哉
と
き
こ
ゆ
る
を
、
第
二
と
す
べ

し
。
是
は
、
き
は
む
る
さ
か
い
の
有
文
音
感
の
位
也
。〔
後
略
〕

右
の
文
言
か
ら
は
、「（
き
は
む
る
さ
か
い
の
）
有
文
音
感
」
が
、
決
し
て
低
く
評
価
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う@7

。
む
し
ろ
、「
一
に
多
種
有
り
、

二
に
両
般
無
し
」
の
句
で
締
め
括
ら
れ
る
『
風
曲
集
』
第
四
条
の
特
徴
で
あ
っ
て
、

か
つ
『
曲
付
次
第
』
に
言
及
が
な
い
の
は
、〈
上
果
の
無
文
〉
と
〈
不
覚
の
無
文
〉

の
差
別
の
論
な
の
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
世
阿
弥
能
楽
論
『
風
曲
集
』
に
引
か
れ
た
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に

両
般
無
し
」
の
句
は
、〈
上
果
の
無
文
〉
と
〈
不
覚
の
無
文
〉
と
の
区
別
を
明
ら
か

に
し
た
う
え
で
、「
有
文
」
が
と
も
に
籠
る
無
上
の
無
文
音
感
の
境
地
、
す
な
わ
ち

謡
の
音
感
に
お
け
る
最
上
の
境
地
を
譬
え
た
も
の
で
あ
る
も
の
と
考
え
る@8

。

注q

川
瀬
氏
『
頭
注
世
阿
弥
二
十
三
部
集
』（
能
楽
社
、
一
九
四
五
年
）
当
該
部
分
を
参

看
。

w

香
西
氏
「
世
阿
弥
の
禅
的
教
養
―
―
特
に
そ
の
用
語
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
文

学
』
第
二
六
巻
第
一
二
号
、
一
九
五
八
年
十
二
月
。
後
に
『
世
阿
弥
新
考
』、
わ
ん
や

書
店
、
一
九
六
二
年
、
に
収
録
）
を
参
看
。

e

能
勢
氏
『
世
阿
弥
十
六
部
集
評
釈
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
四
年
初
版
）。

r

小
西
氏
『
世
阿
弥
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）。
同
書
の
復
刻
『
世
阿
弥
能

楽
論
集
』（
た
だ
し
同
書
は
『
世
阿
弥
集
』
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
踏
襲
さ
れ
た
注
も
多

い
が
、
一
方
で
収
録
書
を
増
や
し
、
書
名
の
呼
称
を
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
内
容
は

『
世
阿
弥
集
』
と
異
な
る
。
た
ち
ば
な
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
も
同
訳
。
ち
な
み
に
両

書
の
校
訂
本
文
に
お
い
て
、
小
西
氏
は
「
一
に
多
種
有
り
、
二
に
両
般
無
し
」
の

「
多
種
」
を
、
底
本
が
「
他
種
」
で
あ
っ
た
の
を
「
多
数
」
と
さ
れ
、「
両
番
」
は

「
両
般
」
と
さ
れ
て
、「
両
般
」
に
「
ふ
た
と
お
り
の
意
」
と
の
注
を
付
け
て
お
ら
れ

る
。

t

表
章
氏
校
注
『
世
阿
弥
禅
竹
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）。

y

『
碧
巌
録
』
と
称
さ
れ
る
書
の
伝
本
諸
本
（
日
本
の
岐
陽
方
秀
の
『
碧
巌
録
不
二

鈔
』
に
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
き
断
片
的
な
も
の
を
も
含
む
）
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
差

が
大
き
く
、
そ
れ
は
、
圜
悟
の
講
義
が
複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
録
さ
れ
、
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
が
伝
存
し
た
―
―
つ
ま
り
、
当
初
か
ら
複
数
の
本
文
が
あ
っ
た
―
―
た
め
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
『
碧
巌
録
』
注
釈
書
は
、

い
ず
れ
も
張
本
を
底
本
と
し
、
他
本
に
よ
っ
て
一
部
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

u

ち
な
み
に
同
書
に
は
、
全
文
の
現
代
日
本
語
訳
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
二
に
両

般
無
し
」
の
「
両
般
」
に
「
ふ
た
と
お
り
」
と
い
う
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

i

香
西
氏
「
万
法
帰
一
」（『
宝
生
』
第
九
巻
第
一
二
号
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
、
後

に
『
世
阿
弥
新
考
』、
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六
二
年
、
に
収
録
）、
及
び
、
同
氏
「
万

法
帰
一
―
―
不
二
和
尚
と
世
阿
弥
―
―
」（『
禅
文
化
』
第
六
一
号
、
一
九
七
一
年
七

月
、
後
に
『
能
謡
新
考
』、
檜
書
店
、
一
九
七
二
年
、
に
収
録
）
を
参
看
。

o

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
香
西
氏
は
「
こ
う
し
た
有
名
な
公
案
を
引
く
場
合
に
、
先

人
の
答
を
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
、
東
漸
和
尚
の

話
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
」
と
あ
り
、
夫
れ
に
は
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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「
雲
居
膺
禅
師
」
は
、「
雲
居
」
は
中
国
江
西
省
の
雲
居
寺
を
指
し
、「
膺
禅
師
」
は
そ

の
開
祖
で
あ
る
唐
代
の
僧
道
膺
（
？
―
九
〇
二
）
を
指
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、「
雲
居
膺
禅
師
因
僧
問
。
如
何
是
一
法
。
師
云
、
如
何
是
万
法
。
意
旨
作

麼
生
。
答
云
。
話
作
両

。」
の
部
分
は
中
国
に
お
け
る
話
の
引
用
で
あ
り
、
あ
る
唐

代
の
僧
が
道
膺
に
尋
ね
た
問
で
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
そ
の
部
分
を
二
重

鉤
括
弧
で
括
っ
た
。
直
後
の
「
進
曰
」
以
下
は
、
東
漸
と
恵
淳
侍
者
の
会
話
で
あ
ろ

う
。

!0

『
碧
巌
録
』
の
、
こ
の
句
に
関
す
る
同
書
第
四
十
五
則
の
「
本
則
」
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
先
と
同
様
、『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』
か
ら
引
用
し
、
下
の
亀
甲
括
弧
内
に

同
書
の
現
代
日
本
語
訳
を
記
し
て
お
く
。

挙
。
僧
問
趙
州
、
万
法
帰
一
、
一
帰
何
処
。〔
＝
僧
が
趙
州
に
問
う
た
、「
あ
ら

ゆ
る
現
象
は
一
に
帰
結
し
ま
す
。
一
は
ど
こ
に
帰
結
す
る
の
で
す
か
」。〕

州
云
、
我
在
青
州
作
一
領
布
衫
、
重
七
斤
。〔
＝
趙
州
「
私
は
青
州
で
、
麻
の
ひ

と
え
の
衣
を
仕
立
て
た
。
重
さ
七
斤
」。〕

右
の
ご
と
く
、
あ
る
僧
の
問
を
受
け
た
趙
州
は
、
そ
の
僧
の
一
々
の
言
葉
に
と
ら
わ

れ
ず
、
あ
え
て
問
を
か
わ
し
、
自
由
自
在
の
境
地
を
答
に
託
し
た
。
か
く
の
ご
と
く
、

言
葉
の
理
の
連
関
を
断
ち
切
り
、
そ
こ
に
固
着
せ
ず
（
住
せ
ず
）
に
あ
ろ
う
と
す
る

趙
州
の
態
度
に
、
圜
悟
が
敬
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
、
同
則
に
つ
い
て
の
圜
悟
の

言
葉
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

!1

そ
も
そ
も
、
こ
の
「
一
有
多
種
」、「
万
法
帰
一
」「
一
帰
万
法
」
と
い
う
言
葉
の
源

は
、『
華
厳
経
』（『
大
方
広
仏
華
厳
経
』）
巻
十
六
「
十
住
品
」
第
十
五
に
見
え
る

「
一
即
多
」「
多
即
一
」
に
あ
る
。
前
節
に
引
い
た
『
現
代
語
訳
碧
巌
録
』
の
「
一
有

多
種
、
二
無
両
般
」
の
注
に
「
一
即
多
、
多
即
一
」
と
あ
る
の
も
、
そ
れ
を
念
頭
に

置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
関
し
て
、
初
唐
の
僧
で
華
厳
教
学
を
大
成
し
た

法
蔵
（
六
四
三
―
七
一
二
、
華
厳
宗
第
三
祖
と
さ
れ
る
）
の
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻

第
一
に
は
、「
円
教
」（
理
想
と
さ
れ
る
最
高
位
の
教
え
）
に
つ
い
て
、
次
の
ご
と
く

記
さ
れ
て
い
る
。

亦
名
祕
密
教
。
謂
法
界
自
在
具
足
圓
滿
一
即
一
切
一
切
即
一
無
礙
法
門
。
亦
華

嚴
等
是
也
。

﹇
訓
読
﹈（〔

円
教
は
〕
亦
た
秘
密
の
教
え
と
も
名
づ
く
。
法
界
自
在
、
具
足
円
満
、
一
即

一
切
、
一
切
即
一
、
無
碍
法
門
を
謂
う
。
亦
た
『
華
厳
』
等
是
れ
な
り
。）

ま
た
、
や
は
り
唐
代
の
僧
で
華
厳
経
学
を
改
革
し
た
澄
観
（
七
三
八
―
八
三
九
、
華

厳
宗
第
四
祖
と
さ
れ
る
）
の
『
華
厳
経
疏
』
第
十
八
に
は
、「
理
」
と
「
事
」
と
の
関

係
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
文
言
が
見
え
る
。

理
能
成
事
説
一
即
多
。
事
能
顯
理
説
多
即
一
。

﹇
訓
読
﹈（

理
は
能
く
事
を
成
す
。〔
こ
れ
を
〕
一
即
多
と
説
う
。
事
は
能
く
理
を
顕
わ
す
。

〔
こ
れ
を
〕
多
即
一
と
説
う
。）

右
の
法
蔵
・
澄
観
に
次
い
で
華
厳
宗
第
五
祖
と
さ
れ
た
の
が
、
後
の
第
四
節
に
言
及

す
る
、
禅
を
も
相
承
し
た
宗
密
で
あ
る
。
そ
こ
に
、『
華
厳
経
』
と
禅
と
の
関
係
が
見

出
さ
れ
る
。

!2

『
維
摩
経
』（V

im
alakIrti-n

irdeS
a-sU

tra

）
は
、
初
期
大
乗
経
典
の
一
代
表

で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
失
わ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
、
及
び
、
鳩
摩
羅
什
訳

の
『
維
摩
詰
所
説
経
』（
三
巻
）
の
ほ
か
、
支
謙
・
玄
奘
の
漢
訳
が
現
存
す
る
。
思
想

的
に
は
『
般
若
経
』
に
お
け
る
〈
空
〉
の
観
念
を
承
け
て
お
り
、
後
述
す
る
、
不
二

の
法
門
に
関
す
る
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
維
摩
詰
）
の
沈
黙
（「
維
摩
の
黙
」
な
ど

と
言
わ
れ
る
）
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

!3

『
維
摩
経
』
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
、
世
尊
（
釈
迦
）
に
よ
り

「
菩
薩
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

!4

以
下
あ
え
て
長
文
を
引
用
す
る
の
は
、『
維
摩
経
』
の
当
該
章
に
、「
二
に
両
般
無

し
」
に
関
連
の
深
い
「
不
二
」
の
概
念
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
反
復
性

に
よ
っ
て
、
仏
教
史
に
お
け
る
「
不
二
」
概
念
の
重
要
性
が
増
幅
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

!5

長
尾
氏
、
新
訂
版
『
大
乗
仏
典
』
第
七
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
）
所
収

本
文
に
拠
っ
た
。

!6

ち
な
み
に
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
経
』（『
維
摩
詰
所
説

経
』）
の
当
該
部
分
（「
入
不
二
法
門
品
第
九
」）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
長
尾
氏

に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
訳
注
本
文
と
同
様
に
段
落
分
け
を
行
い
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
節
に

相
当
す
る
節
の
番
号
を
付
し
た
。
両
者
に
は
節
の
順
序
が
異
な
る
部
分
が
あ
る
）。

爾
時
維
摩
詰
。
謂
衆
菩
薩
言
。
諸
仁
者
。
云
何
菩
薩
入
不
二
法
門
。
各
隨
所
樂
説
之
。

會
中
有
菩
薩
名
法
自
在
。
説
言
。
諸
仁
者
。
生
滅
為
二
。
法
本
不
生
今
則
無
滅
。
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弥
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禅
語
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釈
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思
想
史
的
背
景



得
此
無
生
法
忍
。
是
為
入
不
二
法
門
。
…
…
（
一
）

守
菩
薩
曰
。
我
我
所
為
二
。
因
有
我
故
便
有
我
所
。
若
無
有
我
則
無
我
所
。
是
為

入
不
二
法
門
。
…
…
（
二
）

＊
不

菩
薩
曰
。
受
不
受
為
二
。
若
法
不
受
則
不
可
得
。
以
不
可
得
故
無
取
無
捨
無

作
無
行
。
是
為
入
不
二
法
門
。
…
…
（
六
）

頂
菩
薩
曰
。
垢
淨
為
二
。
見
垢
實
性
則
無
淨
相
順
於
滅
相
。
是
為
入
不
二
法
門
。

…
…
（
三
）

善
宿
菩
薩
曰
。
是
動
是
念
為
二
。
不
動
則
無
念
。
無
念
則
無
分
別
。
通
達
此
者
。
是

為
入
不
二
法
門
。
…
…
（
四
）

善
眼
菩
薩
曰
。
一
相
無
相
為
二
。
若
知
一
相
即
是
無
相
。
亦
不
取
無
相
入
於
平
等
。

是
為
入
不
二
法
門
。
…
…
（
七
）

妙
臂
菩
薩
曰
。
菩
薩
心
聲
聞
心
為
二
。
觀
心
相
空
如
幻
化
者
。
無
菩
薩
心
無
聲
聞
心
。

是
為
入
不
二
法
門
。
…
…
（
五
）

弗
沙
菩
薩
曰
。
善
不
善
為
二
。
若
不
起
善
不
善
。
入
無
相
際
而
通
達
者
。
是
為
入
不

二
法
門
。
…
…
（
八
）〔
中
略
〕

如
是
諸
菩
薩
各
各
説
已
。
問
文
殊
師
利
。
何
等
是
菩
薩
入
不
二
法
門
。

文
殊
師
利
曰
。
如
我
意
者
。
於
一
切
法
無
言
無
説
。
無
示
無
識
離
諸
問
答
是
為
入
不

二
法
門
。
…
…
（
三
二
）

於
是
文
殊
師
利
。
問
維
摩
詰
。
我
等
各
自
説
已
。
仁
者
當
説
。
何
等
是
菩
薩
入
不

二
法
門
。

時
維
摩
詰
默
然
無
言
。

文
殊
師
利
歎
曰
。
善
哉
善
哉
。
乃
至
無
有
文
字
語
言
。
是
真
入
不
二
法
門
。

説
是
入
不
二
法
門
品
時
。
於
此
衆
中
五
千
菩
薩
。
皆
入
不
二
法
門
得
無
生
法
忍
。

…
…
（
三
三
）

（
第
十
四
冊
、
五
五
〇
中
―
五
五
一
下
）

な
お
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
に
は
、
最
古
の
漢
訳
で
あ
る
支
謙
訳
も
収
め
ら
れ
て
い
る

が
、
支
謙
訳
に
は
本
章
最
後
の
第
三
三
節
に
相
当
す
る
内
容
（
い
わ
ゆ
る
「
維
摩
の

黙
」
の
く
だ
り
）
が
見
え
な
い
。

!7

た
と
え
ば
第
二
十
二
節
に
は
、
次
の
ご
と
く
あ
る
。

（
二
二
）“

感
官
の
静
か
な
（
寂
根
、
寂
静
根
）‘

菩
薩
は
説
く
。「
仏、
と
法、
と
僧、
と
を

わ
け
る
の
が
二
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
の
本
性
は
法
で
あ
り
、
法
の
本
性
は
僧
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
無
為
で
あ
り
、
無
為
は
虚
空
（
の
よ
う
な
も
の
）
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
存
在
は
虚
空
に
等
し
い
、
と
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
、
不
二
に
は

い
る
こ
と
で
す
」

（
長
尾
氏
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
訳
注
本
文
に
拠
る
。
注
!5
を
参
看
さ
れ
た
い
。）

ち
な
み
に
、
同
鳩
摩
羅
什
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

寂
根
菩
薩
曰
。
佛
法
衆
為
二
。
佛
即
是
法
法
即
是
衆
。
是
三
寶
皆
無
為
相
與
虚

空
等
。
一
切
法
亦
爾
。
能
隨
此
行
者
。
是
為
入
不
二
法
門
。

右
に
は
「
仏
」「
法
」「
僧
」
と
い
う
三
概
念
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
「
二
」
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
維
摩
経
』
の
こ
の
章
に
お
い
て
は
、「
不
二
」
で
あ
る

も
の
を
分
節
す
る

、
、
、
、

こ
と
へ
の
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
い
く
、
、

つ
に
、
、

分
節
す
る
か
に
つ
い
て
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

!8

注
!6
・
!7
の
鳩
摩
羅
什
訳
本
文
を
参
看
。

!9

柳
田
氏
、
仏
教
経
典
選
13
『
中
国
撰
述
経
典
一
円
覚
経
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八

七
年
）
に
拠
る
。

@0

右
『
円
覚
経
』
引
用
文
に
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
『
維
摩
経
』
を
ふ
ま
え
た
と
見

ら
れ
る
こ
と
は
、
前
注
に
掲
出
し
た
柳
田
氏
著
書
の
当
該
部
分
の
注
に
従
っ
た
。

@1

宇
井
氏
訳
注
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』「
後
記
」（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）。
そ
こ

に
は
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
。

圭
峰
宗
密
が
曽
て
古
く
か
ら
伝
は
る
禅
系
統
の
諸
家
の
言
句
偈
頌
等
を
集
め
て
、

禅
源
諸
詮
集
と
名
づ
け
て
禅
蔵
と
為
し
、
そ
し
て
之
に
都
序
を
書
い
た
。
禅
源

諸
詮
集
は
百
巻
以
上
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
不
幸
に
し
て
散
逸
し
、
現
今
と
し

て
は
全
く
知
ら
れ
て
居
な
い
。
幸
に
其
都
序
の
み
が
伝
は
つ
て
居
て
、
学
者
の

間
に
弄
ば
れ
た
。
宗
密
は
禅
に
於
て
は
荷
沢
神
楷
―
磁
州
智
如
―
益
州
南
印
―

遂
州
道
円
―
圭
峰
宗
密
と
相
承
け
た
人
、
同
時
に
華
厳
宗
の
第
五
祖
と
し
て
杜

順
禅
師
―
至
相
智
儼
―
賢
首
法
蔵
―
清
涼
澄
観
―
圭
峰
宗
蜜
と
次
第
し
た
人
で

あ
る
。
か
く
教
禅
を
兼
ね
た
人
で
あ
る
か
ら
、
都
序
の
い
ふ
所
も
、
当
時
教
家

と
禅
家
と
水
火
争
う
た
の
を
嘆
い
て
、
其
間
の
調
和
を
試
み
た
も
の
で
あ
つ
て
、

経
禅
一
致
論
の
主
張
と
し
て
、
仏
教
史
上
に
於
て
も
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
禅
宗
史
上
に
於
て
も
従
来
の
祖
門
の
禅
が
何
れ
か
と
い
へ
ば
空

門
を
主
と
な
す
傾
向
で
あ
つ
た
に
対
し
、
爾
来
円
融
門
の
思
想
が
横
溢
す
る
に

至
る
境
を
な
す
と
も
見
得
る
点
で
大
な
る
意
味
を
有
す
る
。
思
ふ
に
、
禅
源
諸
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詮
集
が
伝
は
つ
て
居
た
に
し
て
も
、
其
内
容
は
禅
系
統
の
人
々
の
言
句
偈
頌
と

宗
密
の
こ
れ
等
に
対
す
る
注
釈
評
叙
を
加
へ
た
も
の
と
で
あ
つ
て
、
恐
ら
く
経

禅
調
和
の
説
述
が
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
ら
、
此
点
で
い
へ
ば
、
却
つ
て

都
序
の
方
が
重
要
視
せ
ら
れ
る
べ
き
で
、
従
つ
て
都
序
に
は
都
序
と
し
て
の
独

立
の
意
義
が
あ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。〔
後
略
〕

@2

な
お
、
宇
井
氏
の
校
訂
さ
れ
た
漢
文
本
文
（
岩
波
文
庫
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
所

収
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
段
落
の
冒
頭
は
一
字
下
げ
と
し
た
。
ま
た
、

適
宜
読
点
を
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
。（『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
漢
文
本
文
の
引
用
は

以
下
同
じ
。）

問
、
今
集
禅
詮
、
何
関
経
論
。
答
、
有
十
所
以
、
須
知
経
論
権
実
、
方
弁
諸
禅

是
非
、
又
須
識
禅
心
性
相
、
方
解
経
論
理
事
。
一
師
有
本
末
、
憑
本
印
末
故
。

二
禅
有
諸
宗
、
互
相
違
阻
故
。〔
中
略
〕

@3

こ
の
部
分
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
漢
文
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

初
言
師
有
本
末
者
、
謂
、
諸
宗
始
祖
即
是
釈
迦
、
経
是
仏
語
、
禅
是
仏
意
。
諸

仏
心
口
必
不
相
違
。〔
中
略
〕
達
摩
受
法
天
竺
、
躬
至
中
華
、
見
此
方
学
人
多
未

得
法
、
唯
以
名
数
為
解
、
以
事
相
為
行
、
欲
令
知
月
不
在
指
、
法
是
我
心
故
、

但
以
心
伝
心
、
不
立
文
字
。
顕
宗
破
執
、
故
有
斯
言
、
非
離
文
字
説
解
脱
也
。

故
教
授
得
意
之
者
、
即
頻
讃
金
剛
楞
伽
、
云
此
二
経
是
我
心
要
。
今
時
弟
子
彼

此
迷
源
、
修
心
者
以
経
論
為
別
宗
、
講
説
者
以
禅
門
為
別
法
。
聞
談
因
果
修
証
、

便
推
続
経
論
之
家
、
不
知
修
証
正
是
禅
門
之
本
事
、
聞
説
即
心
即
仏
、
便
推
属

胸
襟
之
禅
、
不
知
心
仏
正
是
経
論
之
本
意
。
有
人
難
云
、
禅
師
何
得
講
説
、
余

今
以
此
答
也
。
今
若
不
以
権
実
之
経
論
、
対
配
深
浅
禅
宗
、
焉
得
以
教
照
心
、

以
心
解
教
。

@4

こ
の
部
分
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
漢
文
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
禅
有
諸
宗
、
互
相
違
反
者
、
今
集
所
述
、
殆
且
百
家
、
宗
義
別
者
、
猶
将
十

室
。〔
中
略
〕
有
以
空
為
本
、
有
以
知
為
源
、
有
云
寂
黙
方
真
、
有
云
行
坐
皆
是
、

有
云
見
今
朝
暮
分
別
為
作
一
切
皆
妄
、
有
云
分
別
為
作
一
切
皆
真
、
有
万
行
悉

存
、
有
兼
仏
亦
泯
、
有
放
任
其
志
、
有
拘
束
其
心
、
有
以
経
律
為
所
依
、
有
以

経
律
障
道
、
非
唯
汎
語
而
乃
確
言
、
確
弘
其
宗
、
確
毀
余
類
、
争
得
和
合
也
。

問
、
是
者
即
収
、
非
者
即
揀
、
何
須
委
曲
和
合
。
答
、
或
空
、
或
有
、
或
性
、

或
相
、
悉
非
邪
僻
。
但
、
縁
各
皆
党
己
為
是
、
斥
彼
為
非
、
彼
此
確
定
。
故
須

和
合
。
問
、
既
皆
非
邪
、
即
各
任
確
定
、
何
必
会
之
。
答
、
至
道
帰
一
、
精
義

無
二
、
不
応
両
存
。
至
道
非
辺
、
了
義
不
偏
、
不
応
単
取
。
故
必
須
会
之
為
一
、

令
皆
円
妙
。

@5

右
の
文
に
お
い
て
、
宗
密
は
、
対
語
・
対
概
念
、
及
び
、
基
数
詞
・
序
数
詞
を
多

用
し
て
い
る
。
宗
密
の
文
章
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
中
国
の
古
典
的
文
章
の
典
型

で
あ
る
と
言
え
る
。
世
阿
弥
の
、
と
く
に
義
持
時
代
以
降
の
能
楽
論
に
お
け
る
対
的

表
現
や
数
詞
の
多
用
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
文
化
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
た
だ
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

@6

能
勢
氏
『
世
阿
弥
十
六
部
集
評
釈
』
下
（
注
③
に
掲
出
）
に
拠
る
。

@7

世
阿
弥
に
よ
っ
て
「
第
一
」「
第
二
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
が
、
両
者
（「
第

二
」
も
）
と
も
に
好
意
的
な
評
価
で
あ
る
他
の
例
と
し
て
、『
花
伝
』
第
六
「
花
修
」

の
次
の
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
れ
ば
、
よ
き
能
と
申
は
、
本
説
正
し
く
、
め
づ
ら
し
き
風
体
に
て
、
詰
め

所
あ
り
て
、
か
ゝ
り
幽
玄
な
ら
ん
を
、
第
一
と
す
べ
し
。
風
体
は
め
づ
ら
し
か

ら
ね
ど
も
、
わ
づ
ら
は
し
く
も
な
く
、
直
に
下
り
た
る
が
、
面
白
き
所
あ
ら
ん

を
、
第
二
と
す
べ
し
。

@8

な
お
、
音
曲
の
「
有
文
」「
無
文
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
世
阿
弥
能
楽
論
に
お
け

る
『
詩
』
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―
『
遊
楽
習
道
風
見
』『
音
曲
口
伝
』
の
『
詩
』
説
―

―
」（『
中
世
文
学
』
第
四
四
号
、
一
九
九
九
年
五
月
）
第
二
節
を
も
参
看
さ
れ
た
い
。

世
阿
弥
の
用
い
る
「
有
文
」「
無
文
」
の
概
念
は
、
本
節
の
冒
頭
に
引
用
し
た
『
風
曲

集
』
第
四
条
の
第
一
段
落
に
も
説
か
れ
る
と
お
り
、
鑑
賞
者
に
も
明
ら
か
に
感
じ
取
ら

れ
る
何
も
の
か
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
・
衒
学
的
な
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
音
楽
技

法
の
い
ず
れ
か
に
か
か
わ
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の

考
察
は
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
、『
風
曲
集
』
に
見
え
る
「
一
に
多
種
有
り
、

二
に
両
般
無
し
」
の
文
脈
上
の
解
釈
及
び
思
想
的
背
景
を
述
べ
る
に
留
め
る
。

（
新
潟
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
）
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世
阿
弥
能
楽
論
『
風
曲
集
』
に
見
え
る
一
禅
語
の
解
釈
と
そ
の
思
想
史
的
背
景


